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バレーボールに関する理論的研究
一丁＆cも茎csの構成要素より一

新谷崇一（一般体育運論実樹

1　はじめに

　鰺鱒年，アメ1縛で考案されたバレーボールを

　8本へ綴介したのは墨9倉8年，　歓米の体育事精を茎量

察に行った大森兵藏である。

　その後，様々な歴史を歩み，また幾多のルール

改豊を｛箏ないながら今欝のバレーボール熱を急速

に高めたの1凝g麟年の東京オ1ヌンビックで女子優

勝，男子3位という輝かしい成績を納め，「東洋の、

魔女ゴと騒がれてからであろう。

　　しかし，技術癖で先行していた段本のバレーボ

ールにも銀雰がみられ，現在ではすぐ貧た競技方

方ご要求され，　雫寺嵯こノぐワーと高さのノぐレ・一ボー声レカ｛

主流を占めるようになってからは，外馨勢にその

　トップの座を瞬け渡すようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　バレーボー
　図至　§人鵠ゲーム紛進得轡
　　　　　　．＿一＿，．＿　　　　　　ル1こ要求され

　　　　　　　⑱　　　　　　　　　　　　　　　　る競技力には

　　　　　　　　　　　　　　　　のがあげられ
　　　　τ一＝二一…一…一…一………一一”一一一一一一一J　るであろう寿㌔

　　ヨも　ポ　ぼサ　プザィンレ　　ヂさぬ

一丁ｿlr翻∴1濃密…まず・場榊
　　　　　　　　．＿．　　　　6人鱗バレー
一蕉磁撫？r三麟一プボ…のゲー
瞭卑コ｝，に、1．』総総』、∵』1慧帰一トム進行姻式

　　駄一四…鎌脚ミ　『　一一碁　　　　化すると騒至
∈）畳職毒が欝点を卸ず．サーブ櫨を保持したことをrヨ樗．

㊧　継子寿のサーア巌が燕万｛こ簿つた二とを弔す．｛サーブ轍爵麓讐｝　　のようζこな鯵ヤ

。＃辮手動一構古を瀕デ．サ一一プ轍を腺帯したことを曝す．

餅嚇郵襯梱手毒購．たほを舞．r畑プ飆飆　　常に瞭方のプ
短言砕γ一ムとも太線飾｝の茜一トを糞垂るこ士がよいわ睾ナであろ．

　　　　　　　　　　　　　　　　レーを有稗こ
　1「バレーボールの教科捲導ゴ豊撰、磁本編著，

　　　　　　　　灘魁騰隙玖里離勢　展開していく

ため1こはサーブ権の確保が条件となる。

　このサーブ権iの確保において攻撃，守備という

様々な攻跡のパターンが展麗される。その展醗に

要求されるのが技衛，戦備，体力，精神力，チー

ムワークである。バレーボールに要求される競技

力を擬観すると以下のよう1こなる。

　まず，技繍量とはボーノレコントローノレと潔デイコ

ントロールに漢1する纒人的基礎技衛とチーム技徳

としての集鐡的連けい技術が基本技衛とな鯵，こ

の茎1礎技術を土台にして様々な高度鼓1術が緩み込

まれて成謬立つものである。

　次に，戦備とは糞分の持っている技術をどのよ

うなチームに耕しても充分に発揮できるような

“かけひき瞥ともいえる技術と考えられる。

　第3に体力，その体力に要求される要素として

は籔力，スピード，パワー．蕩持久力，柔軟性，

全身持久力，調整能力があげられ，これらをいか

に備えるかが条件となってくる。

　第4に精神力，東京オ馨ンピック大会を契機に

この精棟プ3の重要轡三が再認識されるよう1こなった

が，これは一朝一夕にして得られるものではなく，

普段の練習の遺程で察然に養成され，ゲーム展雛

において妓籍とは違った灘面で重要視される。

　最後にチームワークであるが，バレーボールは

チームの購成員粍i互の鶴頼において成立するもの

であ鯵，纒入やチームが明確な騒標を持ち，それ

に向って努力し，練習を重ねることによって養成

されラこ縦はチームゲームには欠かすことのでき

ない要素である。

　このようにヤ　ノ寸レーボーノレに要求される競技プ3

としては以、髭1の5つが主なものとしてあげられる。

本構究においては，競技力の中で特に「戦備ヨに

焦点をおき，バレーボールで憑人及ぴチームに要

求されるダ戦衛」について遅譲的な考察を行う。

しかし，本爾究における「戦備淫とは「Tact量cs」

という英語1こ意味づけられるものであるが．単に

対戦癒手にどのような戦備を矯いるかという「か

けひき」そのものを意味するものではなく，本論

において詳述するように，ある状況に対“してよ鯵

適燐な薄癒を示すには，我々の身心はどうあらね

ばならないか，またその時必携すべき要素は構で

あるかという立場から論を展離していく。
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夏至．本 論

婁．τ3C蓑CSとは

　“丁駐。雛es”という挙書巻は報遊機1灘毒こおいて「タ

クティクス盛という発音で麟染みのある言葉とし

て知れ渡っているが、その真意は蓬解されていな

いのがi現状であろう。

　丁鍵も董csとは辞典によると，i．「戦備，羅兵学，

兵学，兵法盛，2．（複数購文／「策略，徳策，かけ

ひ野と魏，また｛鶴舞輿こよ競，弾数搬の
　　　　　　　　　ゑま「戦穂，兵法，罵兵学」　と訳されている。

　この丁＆c綴csに関連しながらも区濁して綾羅さ

れているものとして“S鍵盤e琶y樽という単語があ

る。S鋤誠e琶yとは辞典によると，「灘兵学，兵法，

戦術ゴr戦略ぎ3とあ妻｝，また飽の碁典によると，碧羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まヰ兵学，兵法盛，「戦略（大規模の〉，作戦，策略」

と訳され，　警本語では丁農。雛csと瞬意のように承

され区麗に戸惑う。しかし，英語縫においてこの

紹違には次のような表現；が辞典にみられる。

　「丁難e毛》OO襲S義ys　t｝職圭重哉Cも玉｛｝S〔鮭鍔8rs奮ro盤

　str＆毛egy弓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なき　「S総童egy瞬簸swar；捻蕊量CSW総瞭縫ε弓

とあ景1，S毛r畿鰭露ま全纏の俸戦謙遜を，丁農磁cs

は燧々の戦灘の羅兵を意味するとある。

　以上から，S繊嫁yは全体を意疎した凝念とし

て，またTacも量csは騒々を意味した機念として受

け藍二められよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　ンま
　また，ポール・ワイスは綾の著書　において，

S縫鏡鐙yと丁鵝毛圭csを購確に区翳しながら健康に

ついて定義している。綾の「健康」を一書で定義

づけるならば，健康とは「生命の統一体としての

全ての重要な要饗を所有している入であぎ），適燐

な行為への統一と有効なカを所有していることで

ある盛，つまザ遇度の鰻難や浪費なしに，鞠事を

役：立てさせるような一連のカと俸灘を所有してい

る入穿7ということになる．このように定義づける

にあたって，§常生活とか，スポーツ場面で我々

が卓越を求めるとき要求されるものとしてStr麟e鍵

とT＆c七髭sが重要な在在にあると述べている。

　以下，　渉ご一ノレ・ワイ　スの震うSもr＆竜を琶yとTac縫cs㌻

そして，本論であるバレーボールで要求される

Ta綴csとは擁かを遽べることにする。

　ヂ人が子離せ嶽欝来事に遭遇したとき，その環境

i盤3簿3月

の変亀のためや，また飽の行為の赦に人は不適切

な行動をとる．このとき，その事態1こ趨窮1こ対癒

するために要求さ終るものが．S翻畿e蓼yと丁哉£縫cs

である羅碧という。そして，ボー膨・ワイスはS重艶艶琴￥

を酸電動の会遇程を具｛本｛とする技術」であ舜．↑＆c疑cs

を「どのような状況でも，露分のカを秩序立てて

綾羅する技術登であると定義する。先の，鶏糞1こ

よるStrate欝とTac竜lcsの機念においてStra総欝

を全体機念とし，駄面csを燧々の凝念として受

けまめたものとある程度の一致がみられる。

　S鋤＆主e蓼yは「T＆c宅童cs曙震麟の総合から瞬建

ち饗騒々のTac腕sをいかに孝樹の全遜程でうま

く縫いこなすかということが聡題とされる。

　鎚って，St撒艶欝が覇確でないと丁経。娠csの援

麟は無意練とな皇》，窪分の行動慧撚手まかせ，運

まかせとなってしまう。そのような意練からS鋤a艶菖y

　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　ヨはG8無｝r＆至s｝豆欝（指揮の手窪羅）　とも琶わ義る。

　そのS鋤飢ε琴ぎの援麟的喜；窪としてのTac盤csは

　　　　　　　　　　　　　ぴエえ「練習の過程で学び得るもの」であるが．練習の遍

程で学び得たも命でも，実際のプレーにおいて必

ずしも全く羅1一のノぐターンは講親ないので，常に

新形態をとらねば‘ならない｛盤質をもっている。健

　　　　　　　　　　　　　　　　ヨまって，ヂゲーム藩の丁幾。縫csは青写真」　にすぎない。

そのような意味から，Tac縫osはMa違＆霧e溢e絨（籍
　　　　　　　　　　ヨ　す　イ　　　　ぼ策．　力瘤ナひき，　やりく鐸タ　とも署わオtる。

　また．T＆c巖csはそ義がよ1｝Tac疑。滋なものと

なるために6つグ）構成要素を所有している。

　　　　　　　　　　　　　　　　これらの6
　麟至τao翫sの6つの構成要素つの要素は醗

　　轟轟一1蕪一1膏藤一＝漏一1至紛麟に
　　　　．“鰍，琶，嵯　　臨…・置綿・i豫瀬魂　ある活動aが

　　一7菩」轡7一弊」ある状1騨こ

☆IE◇難
　　　　　　　　　　　　　　　の行為もが要

求さ齧る．その行為観こ6つの要素が十分に発揮

されたとき，その行為はよ鯵丁＆c娠。滋な行為ぢと

なって状溌Aに対「越し，1つの瞳書軸を無事に通

遇することができるようになると考えら震る。

　また，活動段は次の状溌露に遭遇したときにも

購様な警…舞糞こよぎ｝Tac雛。滋な行為をもって玄サ越するゆ

　そのTac蛭csの6つの構成要素とは，」観＆露盤e雛

（継統），Pe£重s重翠囎ss（灘紡），c幟雌（続騨，



辮谷嚢一1バレ…ボールに麗する理譲的羅箋 3§

盆海嶺搬（鯵ズム），罫璽ex海量董魏y（柔軟性／，員盛e（ル

　　ぬエゑ
㎜ル1であるが，これらへの詳遠は次籔の2．バ

レーボールにおける丁農。娠csの①にて行う。

　以上，要約すると義々は欝欝生活でいついかな

る時不意の鐵来事に遭遇するかわからない．その

時．適切に穀癒するために我々は懲分の行動を具

体化することができなければならない。

　つまり，あるプランのもとに濤分のイラ動をいか

にうまく合致させれるかという技術！象ra童e欝／

と，その具膠化の援跡となる技徳（孚農。縫cs〉，　と

鯵わ酵それを構成している6つの要素を充分に備

えているかということになるるポール・ワイスの

いう健康とは，そのような技衛と要素を持ち合わ

せ，いついかなる時にでも発揮できる状態にある

ことを指している。

　次1こ争　ノくレーボーノレ1こおけるTac雛εSの私麩勺｛立

直づ1ナであるが，ヂはヒめに」で達べたよ嚢こバレ

ーボールの競技力は，技徳，戦徳，体力，靖補力，

チームワークの5っの構成要素から成る。

　その構成要素のうち，戦衛は「か1ナひき」を意

賑するものであったが，その表現はあま薯祥こも擁

象約すぎ，　また本論で展醜しようとする丁翫。綴cs

に意嚇之さ震るもグ〉とは幾分ニュアンスが違う．つ

まぎ〉，一舞愛露蟹こ潅霧われる戦馨ぎとは「どのような状

薯発で，　どのような場覆重のとき1こ，　どのような策を

施すか」というかけひきとなるが，本i論．にお1ナる

丁晟。瞬csはヂある駿溌下の，ある場灘警こ対してよ

拳｝適甥な行動をとるには，我々の身心はどのよう

な）状態であらね1まならないか」という，　力擁ナひき

とは全く意を異にしたものである。

　つま鯵，バレーボールにおいてT＆ct量csが発揮

されるとき，この6つの要素はどのような意味を

もって現われてくるかを論じるところに本1論の主

讐がある。

2、バレー撰一ルにお纏るτac癖cs

①欝金yerにおける腿。緬s

　ここでの黙＆yeバまTea醗という懸鉢に対“して懸

人という意縁での欝a齢rである．

　チームゲームであるバレーボールの理譲麟な醸

究隷懸人と懸体の櫨互関連のもとに進められねば

ならない。それ隷，チームは懸人纏1人の総合力に

よって成聖）立つものであるからである。

　また，本譲1こおけるTact沁Sは蒙籔で礎激した，

S鋤a糖琶ぎと丁良。縫csとの幾孫1こ意遜表さ震るもので

あポ｝，主に，それを構成している6つの要素を中

心に展麗していく．

　農．J総騨e魏（肇撫か

　プレイヤーは警分がやらねばならないものに対

してあら懸る瞬聡峯こ新鱗な讐1懸を下さねばなちな

い。健って，プレイヤーに要求1される肇毒擬力とは

「いつ」．ドどこで藩，ヂどのように」適切な孝テ動を

とるかを一瞬のうち垂こ見継籐さねばならない能力

であると言える、蛋舞えば，バレー潔一ルのアタッ

クレシーブで，スパイタされたボールに鰐してそ

の角穫：，方海．スピードなどを瞬時紅筆継縁せねは“

ならない。一流のアタッカーからスノぐイタされた

ボーノレが§醗ラインを遜遺するまでの所要欝欝繋ま

男子で§．3秒，女子でG．5秒である。大鷺の全身疫

臨時懸，すなわちある事態に身体が適応し縁じめ

るの1こ必要な時灘1ま，男女とも§．3～巷．塵秒である

と言われているびそのデータから肇継箋すると．強

打に対してレシーブし，それを瞭方の攻撃へつな

げるということはほとんど不署｝書巻な状蓬書である。

しかも，それに方梅が換わることによ｝｝レシーブ

籍麟も広くな妻〉益々不聾能さを増すこととなる。

しかし，レシーブをある程度欝能にするものとし

てレシーノく一の辛き灘電力がプラスされ．てくる。つま

症｝，穰手｛雛セッターからトスされたボーノレの高さ，

位置，それに対するアタッカーの進入角度，そし

て，欝チームのブPッオーの位置などを総合的鵜

縄慰し，スパイクボールの質と方癖を察知し身体

を次の動作へ移鯵易い状態にしておくことは可能

である。このような響継無力は霞然1こ身につくもの

で難なく，普段の練習の過程で学ばれる。

　ポ1一ル・ワイスによると「良い実践的薯継継ま喪

い常識を儀1うことの習縷である拳玉という。つま辱，

簿をするのか，傭をなすべきかをみなす合理的な

優説を作ることの習髪貫であるともいえる。

　そして，その講筋力は「トレーニングによ量）強

調され，実行することによ弓安定さ，強劉さを増
　　セす」ものである。ノくレーボーノレにおける率ll翫力も，

普段の練習において養われ，その積み重ねによっ

て確実なものとなってくる。

も．Pec董s露ε総舗（決瞬力／

ド理想的なパーフ重一マンスは§的と行動の一
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致にある饗といわれ，そのとき要求される能力が

決籔力である。つま鯵，ある活動の流れの寧で不

意な鐵来事に遭遇したとき，我々はどのような行

動をとるべきかを縄漸する。その舞懸の結果，iつ

の目的を持った行動が生まれ，それに講って起す

行動1こ帰しての決懸が下される。

　ノぐレーホ1一ノレにお1ナる決欝蓄力と1ま．醜達のアタ

ックレシーブでレシーノ寸一の…繕懸プ」によ辱．　ボー

ルの質と方幽を察知した。次に要求されるものが

実蓼祭にそのスパイクボー膨に対“してレシーブの態

勢に入るという行為への決漸である。

　しかし，単に行為を起すだ1ナに決簸をするので

はなく，そのとき良い結果を得るために，また適

切である行為に集卒するために「露麟心3を要求

し，「強麟」を選け，心と身体の講方を二者叛一の

iつへ焦点を合わすことが要求される。従って，

決慰するということは目的に購った行動に射して

「意志する響ということが必要である。

　c．CG魏ro監（統暴／

　Co麟ro茎とは職分の身体が霞分の意志のもと
に統簿1されている馨5という状態であ弩．　どのよう

な状混に薄しても糎懸から決懸という瀬序を経る

時に，そ才tlこ懸癒できるような態勢にある身体の

状態である。従って，繭達したヂ決懸力ゴにおい

て美き祭に§的1こ綯った行動へ移行する場合に，身

体1まこの「Co継ro勧下にあるということを蒙提

としている。

　ノくレーボール1こおけるコントロールとは，繭量垂

のアタックレシーブで，縄翻し実際の行嚢へと移

行する決藪の段階において．心が二1者蝦一のiっ

に焦点を合わすという時点1こ身体もそれに骨髄し

て合わすことができるような状態1こあることとな

る。つま弩，気持だけが先産計｝，身体はすぐ反藤

しないという軟禁甕ではないことを意舞表する。

　このコントロールも料籔力と瞬様普段の練習

によって養われる。つま辱，あら簿る状混1こ蝉し

て判慰し，決慰するという繰妻）返しによ書｝習濃髭

される。その習濃によって得られた動きのパター

ンはiつの知識とな含｝，次に行なわれるものをも

コント9一ルするよ葬こ欝｝，動郵こ余織と輻が

でてくる。アタックレシーブで，アタッカーから

のスパイクボールに対し，騒垂）の状溌を総合的に

霧薮して，ボールの質と方講を察知し，その次の

瞬闘1こはよ弓遜燐な行動へのために身体の移動と

i認3隼3薄

いう決鬱憂がなされる。その時点で，身体は自分の

思う通弩動けるよう統麟さ観ていることが要求さ

凝る。

　δ．盆銭y慮澱いヌズム｝

　薪聡確で遷燐なl／ズムは（逢acε熱錘essとS擬銭

　　　　　　　　　　　ぬらの結合によって生ま震る藁という。つま鯵，披術

そのものから生ま蕊る機械的なllズムと，全依を

通してのiつの流れを構成するような“優美さ料

がうまく醗け合った時に発揮される。

　縫えば，バスケットボールにおいて，熟練した

プレイヤーがあるプレイヤーのシューティングを

見たとき，そのシュートされ．たボールはバスケッ

トに入るか入らないかが羅塵にわかるという。そ

義は，プレーヤーがパスされたボールをキャッチ

してドllブルをし．シュートするという一一連の流

れの中において身捧全1纏を｛変った1憂美な蚕青きとシ

ューティングの際にポールが振先から離れる角度

などの手交補翼難とグ）叢ね合わせによ鯵肇舞舞できると

いつ。

　しかし，そのようなノ｛スケットのシューティン

グの鯵ズムにおいても，そのllズムの表現慧行動

に一定の縫難を保ちながら行なわれる。つま琴，

講進と後退，林産と動き．またスピードと方講の

串に変化を要求する。このようなllズムの表現は

プレイヤーカごある愛糞蓄髪峯こ遭遇したとき「§分を具

鋒化する方法の結果整7として現われるものと考え

ら農る．鎚って，辱ズムはその状混に1志じて異な

り，また．観入懸人において特有なものである。

　擁えば，鱗人種獄こ見られる琴ズムでは，砲丸

投げやハードルなどにおいて瞬確に現われる。こ

れらの種§では一定の決った手顯だ酵ではなく．

いつ砲丸を手から離すかという技衛薩としての瞬

確なタイミン効要求甑御こ勧甥甑関連の
圭．にリズムは生ま綻ている。

　また，対r人種§である柔道，麟遵などにおいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うきは，嚢分又は掘手が試合のllズムを持つ。

　鱗えば，婁彗道において皆方が繭進ずると聡合い

をとるために片方は後遇する。横1こ動けば“それに

従って横へ移動する。また，そのチンボは二人の

閤においては瞬確なものとして現われ．．二人が単
　　　　　　　　　　　　　一のシーンを伽｝あげるようなllズムで構成さ

れている。そこで，片方のテンポが繰れたとき打

ち込むという次の動鐸へと発展していく。

　羅体種隷こおいては「最初1こ起こしたプレイの
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l／ズムに騒従させられるような影で現わ震る」と

いわれる。餌蓄え1ま，バレー潔一ルで1ま，サーブ権i

を得ている灘．つまl／サーブをするプレイヤーに

摩ズムがおか競る。縫って，サーブを成功させる

か，失1致するかはチームのl／ズム権の放棄にまで

つながるものである。

　しかし，バレーボールのリズム隷．Aチームと

Bチームとの翼にある竃一ルに擁する1タズムと，

自チーム6人の牢1こあるボールに対rする嘆ズムと，

対’人（｛轟えば，セヅターとアタッカー〉の購にあ

るボールに対するl／ズムと，鰯人とボールとの二

者闘のllズムというように区分される。

　プレイヤーにお謬る丁蹴重量csということで，こ

こでは懸人とボールとの二者闘の移ズムについて

述べる。麟入とボールとのllズムとは芋ボールの

質，つま年｝，スピード・変化・方陶に鱈するプレ

イヤトーグ〉談i穣の程渡：とみなさ震る。膏誓えば，アタ

ックレシーブに対’して，ワンタッチボールかそう

でないボールかでは，レシーブに対“するllズムが

違う。繭者はワンテンポ闘合いを置いてレシーブ

しなけ詮ば入壽）過ぎになってしまうが，後者の場

合は決擬と講時にレシーブ動作へ入らな1ナればな

ちない。また，経験者と未経験者のアンダーハン

ドパスに薄するl／ズムは，経験者はボールの落下

点に早め1こ入って余袴をもってパスをするか又慧

その動作が海時となるが，未経験者慧ボーノレの落

下速度，又はボールの軌鋳を輝籔できずボールの

落下点より脅難こ入篭過ぎた辱．また落下点菰縄1こ

合わなかったぎ｝ボールのスピード，変｛雛こ耕する

彗ズムがっかめないという現象がみられる。

　これらは，鰯入とボールとの二者闘グ）llズムと

してとらえられるものである．しかし，この琴ズ

ムは，飽の構成要素と疑様，練習によって次第に

獲得されるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注圭4な場難では特にA艶r搬εssが重要になってくる

と言書われる。　しかし，生死にかかわるような縣隼

に眼らず，それが勝殿iに穫葬系するようなものであ

才慕ぎA艶r膿essも重要な要素となってくる．

　バレーボールにお搾る柔軟性は到る所でみられ

る。変化球サーブに蝿するサーブレシーブは手元

で最後に変化するところまでぶ一ルを追い，その

変姥の最後まで身体全捧で録越していかな1ナ義ぱ

正確な返球は不可能である。

　また，特1こ柔軟性が要求される場嚢として，フ

ェイントヘのレシーブがあげられる。趨手灘の攻

撃をスパイタと覇織し，次の行為へと決藪を下し

た瞬闘に穣手縫の攻撃がフェイントへ変更する．

その変化毒こ対して，いかに素早く霧翫，決籔を切

修換えるかが要求される。その燐饗換え1こ’毒と身

体がどれだけ柔軟であるかが請われる。

　つま身｝，これはC腿鍵縫の場露にも患てきたよ

うに心と身体が二者獣一の玉つに焦点を合わすこ

とにおいて，焦点をいかに早く合わせ直すか，ま

た芋継彗，決甑を変更した後，次の段講に対してい

かに早く二者択一の購題に焦点を合わせれるかと

いうことになる。

　従iって，この柔軟性も飽の要素と瞬様，普段の

練習によって養われるが，この場合，精神1奮と肉

体藏とでは練習の内容，方法1こ違いが窺われる．

傷者の場合はF置ex灘孟墾tyという単語そのもので褒

章昆されるカぐ．　｛愛妾の場合農こはs簸警護e識e　s　sという．挙

　　　　　　ンお語が擁わる。つまぎ｝，精神癒の柔軟性の場合は，

甥簸，決翻に録する練習の繰鞍返しで養なわれる

が，寓体藤での柔軟性は機敏な反癒のために身紘

のしなやかさ，つま芋｝麟げた夢）．ひねった琶）する

肉紘の鍛練が要求されてくる。

　そして，露癒の柔軟性が平均して養なわれるこ

とによ辱，Tac瞬。譲な行動も璽f能となる。

　e．F沁ぬも溢鞍（柔軟性／

　ぎ艶x泌盤誌yとは「ある入が与えら就た機会に適

切に反籍1できるために要求されるものであ鐸．そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　なぼの時，新しい要求1こ適切に対癒する能力」である

といわれる．この柔軟性にはA琴憲嘗（すぱやさ）
　　　　　　　　　　　な　きとA艶r搬ess（漉籔のなさ1という要素が1籐わる。

繭者は，柔軟性をよ計）機敏なものとし，後者“は，

なさねばならないものをよ身｝適燐毒こするという盤

格のものである。夢蓄え1ぎ，麟隼において，経年士

にはA露玉甕￥は勿論のこと，生死にかかわるよう

　畜．臨董e（ルール）

　ス潔一ツにおいて，膨一ルは一一麟1的に「競技規

則…を意味している。しかし，この覆技規麩はと

きとして「やっていけないこと」という靉靆的な

意練を含んだもグ）として受け重められがちである。

　欝えば，ブ冒ッキングに参撫して養飽したとき

審纏こパッシングザセンターラインを詣摘された。

もともと，センターラインは亀靉靆産のために存

在するものであるが，露分のミス1こよるノくッシン

グザセンターラインがあたかも楊手の領嫉を優麗
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してしまったかのように受けiとめられ，その結渠

サイドアウト，又は権手織へぎイントを与えると

解釈されがちである。

　しかし，Tact髭sを購成する要素としてグ翌レー

ルは．主に「ゲ…ムの始ま1｝と終倉｝を灘｛系づける」

ものであり，また「ゲームで蓬想を実現化するた

めに規準を羅1足する」ものとして存在する．

　毒尊者姦こ達多いては，　難帯カイヨワの「遊び1ま，　本質

上生活の飽の部分から舞舞離され，嚢重に籔霧さ

れた活動であ畢）．通常．時灘および豊麗へ厳密な

　　　　　　　　　　　　　　　まア銀雰の内灘で完了する活動であるゴという解釈1こ

該当するであろう。つまl／，バレーボールや縫の

スポーツ種§においても講様，ゲームは主審の籏

で始ま鯵，簸で終る。これは現実の量器から切辱

離さ酸た，　そこだけで通賭する新しい量馨・での蓬彗

動であることを意賺する。そのような意練で掌農C琶OS

紅おけるルールはゲームグ）始ま辱と終1｝を関係づ

けると羅時1こ．そのゲームに現実の重罪からの介

入を防ぎ，そこでの活動を禅塗なものへと高める

役害彗をも果している。

　後考においては，「中線の良し悪しを構成し，評
　　　　まゑ　懸の鷲象」とみなされる鐵一ルである。

　逓代スポーツでは，人謬が主体で，人聞が行う

ス潔一ツであるにもかかわらず，スポーツに種絶

する披講．観難が先行してしまい我々縁その鼓舞3

や規難に振垂｝騒されているような錯角を感奮る。

しかし．高度化された矯難であるにもかかわらず

現実に存姦する規羅を無視することはできない。

理想的なゲ…ム展麗を望む我々は．ゲームを規寇

するルール1こ従って活動せねばならない．

　しかし，「最大鶴果を維持しながら行動するのは

筋掬疲労，注意力の散漫などのためにいかに談練
　　　　　　　　　　　　　　　　　された入でさえも羅難なことである」。窺雛グ）ため

に我々のプレーが低次元のものになるようでは鐵

一ルの存在は無意味なものである．

　つまき｝，蕗霧皇グ）プ欝ッキング後のノぐッシングザ

センタ…ライン1こよるサイドアウト串父確ま権手霞彗

へのポイントは凝手に亀験牲を与えないブ欝ッキ

ング，　またタッチネットなしにスノ｛イクボーノレを

ブロックする高痩な技術獲得のための発展靉靆の

過程で．それぞ農の到達痩の度合いを慧かるもの

とみなすべきである．もし，パ…フェタトなプレ

ーが完成されれば，ノ玄ッシングザセンターライン

やタ・ソチネッ興こよるサイドアウト．又は繕手箱

へのポイントという媛嚢彗はなくなるであろう。

1囎3隼3舞

　しかし，そ酸が存在する隆尋常にプレイヤーは

高度な，そして完全なプレイを追求するのである、

縫って，プレイヤーはこのルールを技徳肉．しのた

めの§安としなけ才葛まならない。

　このように，2つの愚昧をもつルールが効果的

に発妻畢さ乏したとき，　そのプレイヤーの行彗勢善ま理想

的なものへと発聾していくものとみなされる．

　以上，，プレイヤーにお謬るTa硫麺sについて述

べたが，これ慕こ臠する要約は糠もの「まとめ」

にて行う．

②丁総面こおけるT＆綴cs

　チームとして最も重要なτac娠csは亨ニコント賞

一ル．リズム，ルーノレの3つの要素と考えられる。

講筋力．決辮力，柔軟性は主に懸人としてのプレ

イヤーにその重要性がかかわってくる。

　羅体としてとらえるチームに，T＆c縫csはどの

ようにかかわるか，以下手チームにおけるT＆c盤cs

について機観してみる。

　まず，チ一一ムにおける舞簸力は，チームがある

状混に遭遇したときそのチームがどのように講慰

するかということになる。つま孝1ヤチームを代表

するキャプテンが行う場合と，第三者の立場でゲ

ームを発ているコーチからのアドバイスによって

縄簾をするという二遠き｝考えられる。いずれにせ

よ宇チーム紅お診る講懸綜嚢1人懸人の霧漸4〉総合

によるものであるから，普段の練欝において共選

の理解を深めておかなければならない、

　チームにおける決潮力は．講藪の結果．チーム

の羅的に耕しての統一行動を起す決懸をいかに早

く下せれるかということになる儲

　鍵って，そのチームが蓬懇的なゲーム展醐をし

ていくためには6人金貸が二者籔一のiっに焦点

を合わす，つま睾｝「意志する」　という心構えが素

早く浸3歪し，　い力線こ早く次のぞテ動毒こ毒多幸テできる寿・

ということ1こなる。

　また・　チームにおける柔軟難鐸ま主に巻轟神的な1奮

での柔軟健が要求される。いわ癖るゲーム申にお

けるチームの§標の変更に籍して，全翼が瞬時に

素早く対“慈できるかという柔軟性として現わ耽る。

　こ農ら，舞藪力，決懸力，柔軟盤はともに，練

習試合の積み重ねによって養われ．その量によっ

てそのチームの肇麟，決籔は速やか1こ行われ，あ

ら懸る状溌に僻して柔軟雛が増す。



新谷崇一：バレーボー一目こ絶する理鍮的講究 尋3

　以下ヤチームにおけるコントロール亨llズム幸

ルールに録しての若干の考察を換える。

　＆、c脅継r虚

　プレイヤーにおけるコント欝一ル1ま噛分の身

体が窪分の意志のもとに統麟されている」という

状態であったが歩チームにおけるコントロールは

「共通の意志のもとに§大全翼又は6人のうち幾

人かが，ある状溌に耕して一｛本となって行動でき

る」という駿態と換書できる。つま1〉，チームの

キャプテンが輔慰し，チーム全舞が決額の段繕1こ

さしかかったとき6人の率1こ共通の理解が速やか

に浸透し，そ義を表藏化し，チームプンーとして

琴孟わす能力ということ毒こなる。

騒蟹　アタックレシーブ

　　　フォーメーシ彗ン

　　　　　　多

一影

　穆1えば，アタックレシ

ーブのフォーメーション

はそのチームによって千

差万雛1であるカご．　アタッ

カーからのスノぐイクボー

ノレ毒｛飛来しな」いと想定さ

れ。る範懸（き翼盤の斜線部

分）ヘボールが落下した場合，そのボールに殺す

るレシーブは誰れが最適であるか不覊である。し

かし，そのような綾溌1こ対しては練習を通し，レ

シーノく一という層、集毯内で共通の巽墾解を確認し合

うことによって可能となる。つま鞭，練習によっ

て小集懸内に意志の統一がなされ，そ義を誰れが

レシーブすると最適であるかというiっの知識が

生まれ．，類似したケースに対しても容易にレシー

ブでき，その範醗も広くなる。

　また，　レシーブに余羅ができることによ鯵年次

の窄テ動の先ど鯵までが可能となってくる。

　も．　良蓋y電離盤

　チームにおける曝ズムはチームの技術的な食し

悪しによる勝敗と韓様，ゲームにおけるllズムの

持ち方次第で技術的なものを越えて勝数を左右す

るものとして現われてくる．

　醜体種目として扱われるバレー選一ルには，繭

述のように大きく遵つの蓼ズム形態が見られる。

まず，ネットを縁さんで敵対欝iのボールに対する

llズム．§チーム6人の簡のボールに籍する琴ズ

ム，　コンヒ『ネーションプレイにおける封入潤のボ

ールに対するリズム，そして，懸λ紅対して空懸

に存在するボールに対するl／ズムに区磯される。

　ノくレーボールは号一ブ（攻撃）　というプレイヤ

ーと空幾にあるボールとの喜｝ズムから始ま琴，サ

ーブレシーブ（守｛灘／　というプレイヤーと空聞毒こ

あるボールとの辱ズムから様々なタイプの攻撃へ

と展開さ蕊ていく遍程で，彎入縫，窓チーム聞，

敵対羅に1多ズムが生まれてくる．

　しかも．そ褻はボールをキープしているチーム

の馨ズムに駿縫させられ，簿らかの方法でボール

を手数した瞬1欝に騒ズムに対する主導権も失う。

鍵って．その瞬縫にどのようなllズムをもってボ

ールを敬すか，権手の蔭ズムをどのように巌すか

が簡題紅なってくる．

　舞えば，攻撃におけるコンビネーションプレー

は，玉つには樽手のllズムを講ずためにあるもの

で，ボールを手放したときもなお自チームのリズ

ムを維持させることにある。しかし，コンビネー

ションプレーのミスは霞ら瞬ズムを放棄するもの

であl／乍チームの醗壌へと結びつく。

　このようにヤバレーボールの鯵ズムはサーブと

いう攻撃の1タズムから姥ま弓，寄値．攻撃という

耕入間，自チーム聞，又は激銀翼でのボールの流

れ硲中にみられる（｝盤ce熱振essと懸人，対人，チ

ームにおける妓籍とのかみ合わせによって生まれ

るものであ垂），バレーボールのゲームはそのllズ

ムの絹し合いと表現しても過藩ではない。

　チームにおける残ズムも，飽の要素と同様練習

の繰幸）返しによ季），チーム独得の辱ズムが獲得さ

れ，るものである。

　c．裂遍e

　チームにお1ナるルールは綴本的にはプレイヤー

にお1ナるノレーノレとあま鞭大差はみられない。プレ

イヤーにおけるルールが瑳懇のプレイの実現1こあ

るということは，チームにお捗るルールはゲーム

内容そのものグ〉良し悪しを評｛落するものであき臥

ゲームのレベルの高低を表わす。

　葎蓄えば，アラブ諸馨に属するリビアと穫r界一流

のソ連，ブラジルなどとのバレーボールのゲーム

比較で，ルールに臆するミスの差は一目藤然であ

る。この差は，単にバレーボールの普及度，ある

いは体力的，技術的な面の問題として解決できる

であろうか。つま鞍，高度に規定されたルールに

嬬してどれだけ掌握できているのか，またそのル

ールを理想的なゲームを展饑していく発展段躇の

§安としてどれだけ受け重めているかということ
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になる、

　講述のパッシングザセンターラインという規嚢廓こ

ついて，根芋の領簸を侵愛したことに対する罰麺

ということではなく争ノぐッシングザセンターライ

ンを来然1こ防ぐと瞬時に，次の行為であるプ鷺ッ

ク後のボールにどれだけ有勤な力を発揮できるか

という茎つの欝安となるルールであらねばならな

い。
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覆．ま　と　め

　主に，プレイヤーにおける？a雛重csの要約を騒

欝にそって展醸する。

　騒轡はバレーボールのゲームで幸繕事のアタッ

カーからのオープン攻撃からフェイント竣撃への

変換というパターンに対するブロッキングと後衛

のアタックレシーブとフェイントレシーブに関す

るオーソドックスなフ婁一メーションを題したも

　國欝　レシーブの移動　　、　　のである。

　　　　　　　　　　　　　　まず，目チーム

　　　　　　　　　　　　　の6人は穏手チー

　　　　　　　　　　　　　ムのセッターのフ

　　　　　　　　　　　　　　孝一ムなどによ辱

　　　　　　　　　　　　　コンビネーション

　　　　　　　　　　　　　峯こよる速攻か，　レ

　　　　　　　　　　　　　フトヘのオープン

　　　　　　　　　　　　　　トスによる攻撃か

を講難ずる。根手チームのセッターは方一プンヘ

とトスを上げた。その瞬闘，レシーバーはオープ

ン攻撃に雑する守備懸勢へと移動の決懸をまず行

う。この段購にお1ナ畜決籔は攻撃がオープンとい

うことよ彰｝緊急度は速攻に対するほど要求されな

い．購時にブ鷺ッカーも同様な繕麟に基づきオー

プン攻撃に対するブ冒ッキングヘと移動する。

　次の段贈として，極手チームのセッターのオー

プントスがアタッカーの望む駈ヘトスされたかど

うか，　またアタッカーはトス毒こ対してどのような

態勢で，またネットに対してどのような角度で麟

走してきたかを講慰する．

　その総合的な肇継最こよ妻｝，守備｛雛はスパイクで

攻撃してくると筆鋒藪する。

　瞬時に，プロヅカーも縄様な趨籔を経る．

　そして，麹チームのレシーバーはオープン攻撃

に対する次の肇継彗を行う。つま齪），自チームのブ

ロッ毒心は亙常な｛立直についているか．飽の§入

と馨分の盤置関係舞子定通幸3であるかを講翻する。

　いよいよ，格手鰭のアタッ毒一はジャンプして

今にも潔一ルを打たんという時点紅さしかかる。

その時点でレシーブ態勢へ移動という決断が下さ

れ．購時に自チームのブ欝ッカーもフPアーを離

れ，レシーバーは一瞬早くレシーブ態勢へと移動

する。この時点で，スパイタボールは難分のポジ

ションへ飛来するものと考え，心と身体を飛来す
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るボールに対’してレシーブし，§チームのセヅタ

ーへ返球するという意志のもとへ全てを集串させ

る。しかし事朝薮を翻すかのように，癒手チーム

のアタッカーはフェイントで攻撃してきた。この

時点で雫今・までの醤漸，そして決懸は全て密紙に

戻され，新たな段贈へとさしかかる。

　まず争フェイントに変ったということを瞬i時に

覇翻し，それに対して薦進か後退か，又は藍るか

の麺置を縁時に筆攣窮し掌毒連れ．がレシーブに入った

ら最適かを鵯擬する。

　ここで，プレイヤー，チームに要求されるのが

Tac媛ca董な講1懸であるひその結果，Aがレシーブ

に入るのが最適であると醤擬し，Alまアタックレ

シーブの態勢から急変させ，フェ、イントレシーブ

ヘと移動の決籔を下す、この時点で，A，B，，C

のプレイヤーには「自分の身鉢が窪分の意志のも

とに統麟されている盤　ということが要求され，詞

時に「共通の意志のもとに，3人がある蔽況1こ対

して一体となって行動できる」ということが要求

される。B，、Cのプレイヤーは蕩進している身1本

を止め．次の行為へと移動する態勢が要求され，

Aのプレイヤーはアタックレシーブからフェイン

トレシーブヘと身体を憲分の意志のもとに急変さ

せることが要求される．この時，A　l慧ま状況の急

変に対する精神と湾体の柔軟性が要求される。

　また，このような朝駈から決薮，そして変更，

また縄麟から決藪は空間にあるボールに対しての

燧大農びチームみ蓼ズムである。強蕎に録するレ

シーブ態勢へのプレイヤー及びチームの移動，そ

して強打からフェイントヘの身体の移動は纒人及

びチームがもつl／ズムであを｝，この肇進，後退，

体量のうちのiつにでもズレが生じるとチームの

1ヌズムは乱れ，フェイントボールに対するレシー

ブは不可能となる。

　また，ルールはブ窃ッキングに慮た時，ミスす

ることなくブロックするという披講の購圭1を馨指

すものであ1〉，レシーブにおいてドl／プルをする

ことなくレシーブするにはどのような態勢，どの

ような動きであったらよいかという目標睾こなるも

のである。

　我々は，プレイヤー，チームの技術海上のため

にあらゆる方法において努力し，また練翼を積み

重ねてきている。妓徳向上のために体力海上を，

体力陶土のためにトレ一二ングの強化を．　また勝

穂のために新しい戦法をと莇へ麟へとその行き藍

まりを感じさせない。

　しかし，省みたとき轡かを忘却してきているの

ではないだろうか、それは，あま弓にも常識化し

てしまい，無意識紛遷r雰のものとなってはいない

か。スポーツ場嚢で，ある軟泥に遭遇したときど

うすべきかを縄翻し，行動に移す決薮をする。そ

の鵯駈，決擬という行為があま磐こも一瞬故に意

志しないでいるのではないだろうか。自分の身体

が露分の意志から離れ，それ自体で活動している

のではないであろうか。

　また．様々な竣撃パターンにおぼ親，ボールと

の移ズムをつかみき禽ないでいるのではないであ

ろうか。身体の柔軟性が先行し，精神の柔軟性を

麗き忘義てはいないだろうか．ルールは理想の実

現｛ヒであるものが．逆にノレーノレに遠い醸わされ，て

いるのではないだろうか。

　T＆c重重csの6つの構成要素，「醤懸力∫決筋力」

「統麟ゴ「1タズム雄ヂ柔軟雛1」「ルール」を省みるこ

とは，プレイヤーに，チームによ鯵Tac娠。濃なプ

レイを注ぎ，理想的なバレー選一ノレへ発展するも

のと考えられる。
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